
戻る 

 
Ｑ１　以下のAとBそれぞれ対立する考え方のうち、あなたのお考えはどちらにより近いですか。(1)～(9)の

それぞれについて、1～4のいずれか、ひとつを選んでください（○は1～4のうちひとつ）。 
※上段は調査票のみ群、下段はリーフレット群

A Aに近い
どちらかと
いえばAに

近い

どちらかとい
えばBに近

い
Bに近い B

(1)やはり「男は仕事、女
は家庭」を中心に生
活するのが良い

 
1 

13.1％(201) 
10.8％(222)

 
2 

37.9％(583) 
39.9％(821)

 
3 

29.2％(448) 
31.2％(642)

 
4 

19.8％(305) 
18.2％(375)

仕事も家庭も男女、同じ
ように行うのが良い

(2)結婚したら相手に満
足できなくても離婚は
すべきではない

 
1 

11.4％(174) 
7.1％(146)

 
2 

37.3％(568) 
39.1％(802)

 
3 

36.2％(551) 
39.4％(808)

 
4 

15.1％(230) 
14.5％(297)

結婚しても、相手に満足
できないときは離婚すれ
ばよい

(3)女性は子どもを産ん
でこそ一人前だと思う

 
1 

11.2％(171) 
6.4％(131)

 
2 

20.2％(308) 
18.1％(372)

 
3 

31.4％(479) 
34.7％(711)

 
4 

37.3％(570) 
40.8％(838)

子どもを産まない生き方
も女性の一人前の生き
方だと思う

(4)結婚したら子どもを持
つのがあたりまえだと
思う

 
1 

18.2％(279) 
10.6％(221)

 
2 

19.6％(301) 
19.6％(403)

 
3 

26.9％(412) 
29.2％(600)

 
4 

35.3％(541) 
40.4％(831)

結婚しても、子どもを持
つ、持たないは、個人の
自由だと思う

(5)子どもがいない人生
なんて考えられない

 
1 

19.0％(290) 
16.6％(340)

 
2 

24.7％(376) 
25.9％(532)

 
3 

30.1％(459) 
30.1％(619)

 
4 

26.2％(400) 
27.5％(564)

子どもがいなくても幸福
な人生をおくれると思う

(6)血は水より濃し（親子
関係は血のつながり
が大切）

 
1 

19.7％(300) 
13.6％(278)

 
2 

30.3％(461) 
32.1％(657)

 
3 

34.4％(523) 
39.4％(806)

 
4 

15.6％(237) 
15.0％(306)

産みの親より育ての親

(7)年をとって子や孫が
いないのは不幸なこ
とだと思う

 
1 

16.8％(257) 
13.3％(272)

 
2 

26.8％(409) 
27.1％(557)

 
3 

32.9％(503) 
36.0％(739)

 
4 

23.5％(360) 
23.6％(485)

子や孫がいなくても幸福
な老後はあると思う

(8)家を自分の代で途絶
えさせてはいけないと
思う

 
1 

17.0％(260) 
12.1％(249)

 
2 

18.8％(288) 
18.2％(373)

 
3 

33.3％(510) 
37.4％(768)

 
4 

30.9％(474) 
32.3％(663)

家が自分の代で途絶え
るとしても、それはしか
たのないことと思う

(9)医療技術の進歩は、
人間にとって幸福より
も不幸をもたらしてい
ると思う

 
1 

4.6％(70) 
3.0％(61)

 
2 

15.3％(232) 
17.9％(367)

 
3 

47.4％(721) 
50.8％(1040)

 
4 

32.7％(498) 
28.3％(578)

人間生活をより幸福なも
のにするためには、でき
る限り医療技術を発展さ
せるべきだと思う

 
 
「生殖補助医療技術を理解するためのリーフレット」についてお聞きします。 
Ｑ２　（リーフレットあり）　生殖補助医療技術に関するリーフレットをお読みになって、記載されている内容

が理解できましたか（○はひとつ）。 
1.ほとんど理解できた（9割以上理解できた） 　　　21.1％(431)
2.だいたい理解できた（6～8割程度理解できた） 　　　45.9％(939)
3.まあまあ理解できた（半分程度理解できた） 　　　27.4％(560)
4.あまり理解できなかった（3～4割程度理解できた） 　　　4.6％(94)
5.ほとんど理解できなかった（2割以下の理解であった）　　　1.0％(21)
 

Ｑ２　（リーフレットなし）　子どもがほしくてもできない夫婦に対して、妊娠、出産するための治療（不妊治
療）がなされ、さまざまな技術（生殖補助医療技術）が開発されています。これらの技術をあなたは知っ
ていますか。それぞれの技術につきひとつを選んでください（○は1～3のうちひとつ）。 
 

生殖補助医療技術 知っている
聞いたことは

ある
知らない
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(1)排卵日を特定して性交をおこなうこと（タイミング法）  
1 

71.7％(1098)

 
2 

21.2％(324)

 
3 

7.1％(109)

(2)夫の精子を妻の子宮内に医学的な方法で注入する
こと（夫の精子を用いた人工授精：AIH）

 
1 

71.6％(1103)

 
2 

25.1％(387)

 
3 

3.3％(50)

(3)夫以外の精子を妻の子宮内に医学的な方法で注入
すること（第三者の精子を用いた人工授精：AID）

 
1 

58.9％(897)

 
2 

32.8％(500)

 
3 

8.3％(127)

(4)妻の体から卵子を取り出し、それを体外で夫の精子
と受精させ、その受精卵を妻の子宮内にもどすこと　
（夫婦間体外受精）

 
1 

65.0％(995)

 
2 

31.0％(474)

 
3 

4.0％(61)

(5)妻の体から卵子を取り出し、それを体外で夫以外の
男性の精子と受精させ、その受精卵を妻の子宮内
にもどすこと　（第三者の精子を用いた体外受精）

 
1 

48.4％(740)

 
2 

37.0％(565)

 
3 

14.7％(224)

(6)妻以外の女性の体から卵子を取り出し、それを体外
で夫の精子と受精させ、その受精卵を妻の子宮内
にもどすこと　（第三者の卵子を用いた体外受精）

 
1 

43.5％(663)

 
2 

38.2％(583)

 
3 

18.4％(280)

(7)第三者夫婦が不妊治療のために作成した受精卵を
妻の子宮に入れること　（第三者の受精卵（胚）を用
いた胚移植）

 
1 

22.2％(338)

 
2 

32.1％(490)

 
3 

45.7％(697)

(8)夫の精子を、妻とは別の女性の子宮内に医学的な
方法で注入してその女性に妊娠・出産してもらうこと
（代理母（第三者の卵子と子宮を用いた代理懐胎））

 
1 

54.7％(837)

 
2 

36.6％(560)

 
3 

8.8％(134)

(9)夫婦の受精卵を妻とは別の女性に移植してその女
性に妊娠・出産してもらうこと（借り腹（第三者の子
宮を用いた代理懐胎）

 
1 

47.3％(722)

 
2 

37.9％(579)

 
3 

14.8％(226)

 
＊この頁以降、結果の数値は、左側が「調査票のみ群」、右側が「リーフレット使用群」の結果です。
 
 
「第三者の精子を用いた人工授精（AID）」についてお聞きします。（リーフレット<３頁の図１参照） 
　－夫以外の男性の精子を妻の子宮内に医学的な方法で注入すること－

精子 卵子 出産

第三者 妻 妻

 
Ｑ３　あなたが子どもを望んでいるのになかなか子どもに恵まれないとしたら、あなたはこの技術を利用し

ようと思いますか（○はひとつ）。 
1.利用したい 　　　5.1％(77) 　　2.5％(51)
2.配偶者が賛成したら利用したい　　　31.5％(478)　　35.5％(734)
3.配偶者が望んでも利用しない 　　　63.4％(963)　　　62.0％(1282)

 
Ｑ４　一般論としてお聞きします。夫の精子では妊娠できない夫婦がこのような技術を一定の条件（リーフ

レット５頁参照）のもとで使用すること社会的に認めるべきだと思いますか（○はひとつ）。 
1.認めてよい 　　　41.3％(635)　　47.5％(984)
2.認められない　　　22.6％(347)　　19.5％(404)
3.わからない 　　　36.1％(554)　　33.0％(683)

 
 
「第三者の精子を用いた体外受精」についてお聞きします。（リーフレット３頁の図２参照） 
　－妻の体から卵子を取り出し、それを体外で夫以外の男性の精子と受精させ、その受精卵を妻の子宮
にもどすこと－

精子 卵子 出産

第三者 妻 妻

 
Ｑ５　あなたが子どもを望んでいるのになかなか子どもに恵まれないとしたら、あなたはこの技術を利用し

ようと思いますか（○はひとつ）。 
1.利用したいい 　　　41.3％(635)　　47.5％(984)
2.配偶者が賛成したら利用したい　　　22.6％(347)　　19.5％(404)
3.配偶者が望んでも利用しない 　　　36.1％(554)　　33.0％(683)

 
Ｑ６
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　一般論としてお聞きします。このような技術を一定の条件（リーフレット５頁参照）のもとで社会的に認
めるべきだと思いますか（○はひとつ）。 
1.認めてよい 　　　38.3％(585)　　44.1％(910)　→　Ｑ８へ
2.認められない　　　26.0％(397)　　21.8％(451)　→　Ｑ７へ
3.わからない 　　　35.7％(544)　　34.1％(704)　→　Ｑ８へ

 
Ｑ７　Ｑ６で「2.認められない」とお答えになった方にお聞きします。 

「認められない」と答えた理由は何ですか。いくつでも選んでください（○はいくつでも）。 
1. 生まれてくる子どもの健康に害がある可能性があるから 　　　18.9％(75) 　　22.0％(99)
2. 育ての父親と血がつながってないから 　　　39.6％(157)　　39.9％(180)
3. 家族（親子）関係が不自然になると思うから 　　　57.2％(227)　　50.6％(228)
4. 親権や遺産相続などいろいろなトラブルが生じる可能性があるから 　　　19.7％(78) 　　23.7％(107)
5. 妊娠はあくまで自然になされるべきだと思うから 　　　70.5％(280)　　63.9％(288)
6. 生まれた子どもが結婚する時、近親婚の可能性があるから 　　　24.7％(98) 　　22.2％(100)
7. 商業的に利用されると思うから 　　　28.2％(112)　　29.5％(133)
8. 生まれてくる子どもに、第三者の精子を用いた体外受精で生まれ

たことを話すことができないから
　　　37.5％(149)　　38.6％(174)

9. 養子縁組等の子どもを持つ他の手段があるから 　　　35.2％(140)　　45.2％(204)
10.それ以外の理由（　　　　　　　　　　） 　　　7.3％(29) 　　9.1％(41)
11.わからない 　　　0.5％(2) 　　0.7％(3)

 
 
「第三者の卵子を用いた体外受精」についてお聞きします。（リーフレット３頁の図３参照） 
　－妻以外の女性の体から卵子を取り出し、それを体外で夫の精子と受精させ、その受精卵を妻の子宮
に入れること－

精子 卵子 出産

夫 第三者 妻

 
Ｑ８　あなたが子どもを望んでいるのになかなか子どもに恵まれないとしたら、あなたはこの技術を利用し

ようと思いますか（○はひとつ）。 
1.利用したい 　　　4.0％(59) 　　4.0％(81)
2.配偶者が賛成したら利用したい　　　32.9％(487)　　36.3％(738
3.配偶者が望んでも利用しない 　　　63.1％(934)　　59.7％(1212)

 
Ｑ９　一般論としてお聞きします。妻の卵子では妊娠できない夫婦がこのような技術を一定の条件（リーフ

レット５頁参照）のもとで使用することを社会的に認めるべきだと思いますか（○はひとつ）。 
1.認めてよい 　　　39.8％(606)　　45.1％(928)　→　Ｑ11へ
2.認められない　　　24.0％(365)　　20.7％(426)　→　Ｑ10へ
3.わからない 　　　36.2％(551)　　34.2％(703)　→　Ｑ11へ

 
Ｑ10　Ｑ9で「社会的に認めない」とお答えになった方にお聞きします。 

「社会的に認めない」と答えた理由は何ですか。いくつでも選んでください（○はいくつでも）。 
1. 生まれてくる子どもの健康に害がある可能性があるから 　　　18.1％(66) 　　21.6％(92)
2. 育ての母親と血がつながってないから 　　　35.6％(130)　　38.5％(164)
3. 家族（親子）関係が不自然になると思うから 　　　55.1％(201)　　51.4％(219)
4. 親権や遺産相続などいろいろなトラブルが生じる可能性があるか

ら
　　　18.6％(68) 　　20.2％(86)

5. 妊娠はあくまで自然になされるべきだと思うから 　　　67.7％(247)　　65.7％(280)
6. 生まれた子どもが結婚する時、近親婚の可能性があるから 　　　21.6％(79) 　　21.8％(93)
7. 商業的に利用されると思うから 　　　28.2％(103)　　29.3％(125)
8. 生まれてくる子どもに、第三者の卵子を用いた体外受精で生まれ

たことを話すことができないから
　　　36.7％(134)　　35.7％(152)

9. 養子縁組等の子どもを持つ他の手段があるから 　　　36.4％(133)　　43.2％(184)
10.それ以外の理由（　　　　　　　　　　） 　　　6.0％(22) 　　8.2％(35)
11.わからない 　　　0.8％(3) 　　0.7％(3)

 
Ｑ11　卵子のシェアリング制度が考えられています。これは卵子の提供は原則として無償のボランティアに

よることを原則としますが、卵子の提供が少ないことが見込まれることから、他の体外受精を行ってい
る女性から採取された卵子の一部を、医療費の一部を負担することによって、提供を受けるという制
度です（リーフレット６頁の図１参照）。この制度を一定の条件のもとで社会的に認めるべきだと思いま
すか（○はひとつ）。 
1.認めてよい 　　　31.6％(452)　　36.0％(713)
2.認められない　　　23.6％(338)　　24.2％(479)
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3.わからない 　　　44.8％(641)　　39.8％(789
 
 
「第三者の受精卵（胚）を用いた胚移植」についてお聞きします。（リーフレット３頁の図４参照） 
　－第三者夫婦が不妊治療のために作成した受精卵を、妻の子宮に入れること－

精子 卵子 出産

第三者 第三者 妻

 
Ｑ12　あなたが子どもを望んでいるのになかなか子どもに恵まれないとしたら、あなたはこの技術を利用し

ようと思いますか（○はひとつ）。 
1.利用したい 　　　3.1％(47) 　　2.5％(51)
2.配偶者が賛成したら利用したい　　　18.7％(283) 　　20.7％(424)
3.配偶者が望んでも利用しない 　　　78.3％(1187)　　76.8％(1572)

 
Ｑ13　一般論としてお聞きします。夫の精子と妻の卵子によって妊娠できない夫婦がこのような技術を一定

の条件（リーフレット５頁参照）のもとで使用することを社会的に認めるべきだと思いますか（○はひと
つ）。 
1.認めてよい 　　　28.3％(433)　　30.6％(629)　→　Ｑ15へ
2.認められない　　　34.9％(535)　　34.8％(715)　→　Ｑ14へ
3.わからない 　　　36.8％(563)　　34.6％(711)　→　Ｑ15へ

 
Ｑ14　Ｑ13で「2.認められない」と、お答えになった方にお聞きします。 

「認められない」と答えた理由は何ですか。いくつでも選んでください（○はいくつでも）。 
1. 生まれてくる子どもの健康（体や心）に害がある可能性があるから 　　　26.0％(139)　　25.2％(180)
2. 育ての両親と血がつながってないから 　　　37.8％(202)　　41.5％(297)
3. 家族（親子）関係が不自然になると思うから 　　　50.7％(271)　　49.0％(350)
4. 親権や遺産相続などいろいろなトラブルが生じる可能性があるか

ら
　　　20.4％(109)　　22.2％(159)

5. 妊娠はあくまで自然になされるべきだと思うから 　　　54.6％(292)　　47.6％(340)
6. 生まれた子どもが結婚する時、近親婚の可能性があるから 　　　22.2％(119)　　20.7％(148)
7. 商業的に利用されると思うから 　　　29.7%(159) 　　31.1％(222)
8. 生まれてくる子どもに、第三者の受精卵（胚）を用いた胚移植で生

まれたことを話すことができないから
　　　35.5％(190)　　35.2％(252)

9. 養子縁組等の子どもを持つ他の手段があるから 　　　40.0％(214)　　45.2％(323)
10.それ以外の理由（　　　　　　　　　　） 　　　6.2％(33) 　　7.0％(50)
11.わからない 　　　0.8％(4) 　　1.3％(9)

 
Ｑ15　卵子を提供されることだけで妊娠できる状態にある夫婦が、提供される卵子が少ないために提供を

受けることができず、やむを得ず、受精卵（胚）の提供を受けることを、一定の条件（リーフレット５頁参
照）のもとで社会的に認めるべきであると思いますか（○はひとつ）。 
1.認めてよい 　　　31.9％(444)　　34.6％(674)
2.認められない　　　23.6％(329)　　25.8％(504)
3.わからない 　　　44.6％(621)　　39.6％(773)

 
 
「代理母（第三者の卵子と子宮を用いた代理懐胎）」についてお聞きします。（リーフレット３頁の図５参照） 
　－夫の精子を妻以外の女性の子宮に医学的な方法で注入してその女性に妊娠・出産してもらう－ 

精子 卵子 出産

夫 第三者 第三者

 
Ｑ16　あなたが子どもを望んでいるのになかなか子どもに恵まれないとしたら、あなたはこの技術を利用し

ようと思いますか（○はひとつ）。 
1.利用したい 　　　3.3％(50) 　　2.7％(56)
2.配偶者が賛成したら利用したい　　　21.5％(325) 　　20.2％(412)
3.配偶者が望んでも利用しない 　　　75.2％(1134)　　77.1％(1574)

 
Ｑ17　一般論としてお聞きします。妻の卵子と子宮の状態では妊娠できない夫婦がこのような技術を一定

の条件（リーフレット５頁参照）のもとで使用することを社会的に認めるべきだと思いますか（○はひと
つ）。 
1.認めてよい 　　　31.3％(477)　　29.4％(602)　→　Ｑ18へ
2.認められない　　　32.1％(489)　　35.6％(730)　→　Ｑ19へ
3.わからない 　　　36.6％(558)　　35.0％(717)　→　Ｑ20へ
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Ｑ18　Ｑ17で「1.認めてよい」とお答えになった方にお聞きします。 

「認めてよい」と答えた理由は何ですか。いくつでも選んで下さい（○はいくつでも）。 
1.病気などで体が弱くて子どもを産めない人が子どもをもてる可能

性があるから
　　　78.0％(372)　　383.2％(501)

2.病気や事故により子宮を摘出した女性が子どもをもてる可能性が
あるから

　　　84.3％(402)　　385.6％(515)

3.高齢者が子どもをもてる可能性があるから 　　　26.6％(127)　　320.9％(126)
4.妊娠、出産を仕事などの都合でできない女性が子どもをもてる可

能性があるから
　　　11.1％(53) 　　39.0％(54)

5.同性のカップルが子どもをもてる可能性があるから 　　　8.8％(42) 　　38.0％(48)
6.独身者が子どもをもてる可能性があるから 　　　6.7％(32) 　　35.2％(31)
7.依頼者と代理懐胎をする双方が承諾した上でのことだから 　　　42.6％(203)　　343.2％(260)
8.その他（　　　　　　　　　　　　　　　） 　　　3.1％(15) 　　33.2％(19)
→Ｑ20に進んでください。

 
Ｑ19　Ｑ17で「2.認められない」とお答えになった方にお聞きします。 

「認められない」と答えた理由は何ですか。いくつでも選んでください（○はいくつでも）。 
1. 生まれてくる子どもの健康に害がある可能性があるから 　　　17.8％(87) 　　15.6％(114)
2. 育ての母親と血がつながっていないから 　　　34.8％(170)　　31.2％(228)
3. 代理母となる女性の健康に害がある可能性があるから 　　　20.3％(99) 　　23.6％(172)
4. 家族（親子）関係が不自然になると思うから 　　　55.6％(272)　　56.2％(410)
5. 親権や遺産相続などいろいろなトラブルが生じる可能性があるか

ら
　　　26.8％(131)　　27.0％(197)

6. 妊娠はあくまで自然になされるべきだと思うから 　　　57.7％(282)　　45.9％(335)
7. 生まれた子どもが結婚する時、近親婚の可能性があるから 　　　21.1％(103)　　17.5％(128)
8. 商業的に利用されると思うから 　　　31.1％(152)　　35.5％(259)
9. 生まれてくる子どもに、代理母で生まれたことを話すことができな

いから
　　　34.4％(168)　　31.5％(230)

10.養子縁組等の子どもを持つ他の手段があるから 　　　35.4％(173)　　38.6％(282)
11.人を生殖の手段として用いるから 　　　38.5％(188)　　41.2％(301)
12.それ以外の理由（　　　　　　　　　　） 　　　5.1％(25) 　　8.2％(60)
13.わからない 　　　0.4％(2) 　　1.1％(8)

 
 
「借り腹（第三者の子宮を用いた代理懐胎）」についてお聞きします。（リーフレット３頁の図６参照） 
　－夫婦の精子と卵子による受精卵（胚）を妻以外の女性の子宮に入れてその女性に妊娠・出産してもら
う－

精子 卵子 出産

夫 妻 第三者

 
Ｑ20　あなたが子どもを望んでいるのになかなか子どもに恵まれないとしたら、あなたはこの技術を利用し

ようと思いますか（○はひとつ）。 
1.利用したい 　　　8.6％(130) 　　7.4％(149)
2.配偶者が賛成したら利用したい　　　34.7％(524)　　32.3％(654)
3.配偶者が望んでも利用しない 　　　56.7％(856)　　60.4％(1224)

 
Ｑ21　一般論としてお聞きします。妻の子宮の状態では妊娠できない夫婦がこのような技術を使用すること

を社会的に認めるべきだと思いますか（○はひとつ）。 
1.認めてよい 　　　46.0％(704)　　43.2％(885)　→　Ｑ22へ
2.認められない　　　22.0％(336)　　25.2％(517)　→　Ｑ23へ
3.わからない 　　　32.0％(490)　　31.6％(648)　→　Ｑ24へ

 
Ｑ22　Ｑ21で「1.認めてよい」とお答えになった方にお聞きします。 

「認めてよい」と答えた理由は何ですか。いくつでも選んで下さい（○はいくつでも）。 
1.病気などで体が弱くて子どもを産めない人が子どもをもてる可能性

があるから
　　　83.0％(584)　　84.4％(747)

2.病気や事故により子宮を摘出した女性が子どもをもてる可能性が
あるから

　　　87.8％(618)　　87.9％(778)

3.高齢者が子どもをもてる可能性があるから 　　　24.0％(169)　　20.2％(179)
4.妊娠、出産を仕事などの都合でできない女性が子どもをもてる可能

性があるから
　　　9.8％(69) 　　7.7％(68)

5.独身者が子どもをもてる可能性があるから 　　　4.3％(30) 　　2.6％(23)
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6.依頼者と代理懐胎をする双方が承諾した上でのことだから 　　　42.9％(302)　　41.1％(364)
7.その他（　　　　　　　　　　　　　　　） 　　　3.1％(22) 　　3.3％(29)
→　Q24に進んで下さい。

 
Ｑ23　Ｑ21で「2.認められない」とお答えになった方にお聞きします。 

　「認められない」と答えた理由は何ですか。いくつでも選んでください（○はいくつでも）。 
1. 生まれてくる子どもの健康に害がある可能性があるから 　　　18.5％(62) 　　17.0％(88)
2. 借り母となる女性の健康に害がある可能性があるから 　　　24.7％(83) 　　30.0％(155)
3. 家族（親子）関係が不自然になると思うから 　　　47.0％(158)　　46.8％(242)
4. 親権や遺産相続などいろいろなトラブルが生じる可能性があるか

ら
　　　24.4％(82) 　　27.5％(142)

5. 妊娠はあくまで自然になされるべきだと思うから 　　　65.5％(220)　　51.5％(266)
6. 生まれた子どもが結婚する時、近親婚の可能性があるから 　　　15.5％(52) 　　14.5％(75)
7. 商業的に利用されると思うから 　　　40.8％(137)　　39.5％(204)
8. 生まれてくる子どもに、借り腹で生まれたことを話すことができない

から
　　　33.3％(112)　　32.5％(168)

9. 養子縁組等の子どもを持つ他の手段があるから 　　　36.0％(121)　　36.2％(187)
10.人を生殖の手段として用いるから 　　　38.1％(128)　　43.7％(226)
11.それ以外の理由（　　　　　　　　　　） 　　　4.8％(16) 　　7.5％(39)
12.わからない 　　　0.6％(2) 　　0.6％(3)

 
 
「夫婦以外の第三者が妊娠や出産にかかわる技術」についてお聞きします。（リーフレット３頁参照）

　 精子 卵子 出産

第三者の精子を用いた人工授精（AID） 第三者 妻 妻

第三者の精子を用いた体外受精 第三者 妻 妻

第三者の卵子を用いた体外受精 夫 第三者 妻

第三者の受精卵を用いた胚移植 第三者 第三者 妻

代理母 夫 第三者 第三者

借り腹 夫 妻 第三者

 
Ｑ24　このような技術は患者がどのような場合に実施されるべきでしょうか。ひとつを選んでください（○は

ひとつ）。 
1.希望すれば誰にでも実施してよい 　　　4.8％(72) 　　4.3％(87) 　→　Ｑ25へ
2.他に効果的な方法がない者に限定すべき　　　47.8％(715)　　51.4％(1054)　→　Ｑ25へ
3.各技術により異なり、どちらともいえない 　　　14.4％(216)　　16.5％(338) 　→　Ｑ25へ
4.そもそもこうした技術は認めるべきでない 　　　18.2％(272)　　16.9％(347) 　→　Ｑ32へ
5.わからない 　　　14.8％(222)　　10.9％(223) 　→　Ｑ25へ

 
Ｑ25　このような技術を利用する対象者としては誰が適当でしょうか。いくつでも選んでください。 

(1)夫婦形態の面で（○はいくつでも）
　1.婚姻届を提出した夫婦 　　　87.6％(1070)　　91.1％(1550)
　2.婚姻届は提出していないが事実上夫婦関係にあるカップル　　　13.6％(167) 　　14.5％(247)
　3.独身者 　　　4.7％(57) 　　4.7％(80)
　4.その他（　　　　　　　　　　　　　　　） 　　　2.0％(25) 　　1.8％(31)
(2)年齢の面で（○はいくつでも）
　1.医学的に自然妊娠が可能な年齢にある夫婦 　　　74.9％(917) 　　83.3％(1418)
　2.医学的に自然妊娠が不可能な状態にある高齢夫婦 　　　27.4％(335) 　　27.4％(466)

 
Ｑ26　一般論として精子・卵子を提供することが認められるのはどのような者と思いますか。1)～5)の場合

について、○をつけて下さい（精子と卵子について、1～3から○はひとつ）。 
※上段は調査票のみ群、下段はリーフレット群

　 精子 卵子

　 認められる
認められな

い
わからない 認められる

認められな
い

わからない

1)匿名の第三者 1 
40.1％(423) 
46.6％(716)

2 
22.7％(239) 
20.8％(319)

3 
37.3％(393) 
32.6％(501)

1 
39.8％(415) 
46.6％(705)

2 
22.4％(234) 
21.2％(321)

3 
37.8％(395) 
32.2％(487)

2)父母
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1 
21.3％(217) 
23.6％(357)

2 
41.5％(422) 
43.0％(649)

3 
37.2％(379) 
33.4％(504)

1 
21.7％(219) 
23.8％(355)

2 
40.7％(411) 
42.8％(639)

3 
37.6％(379) 
33.5％(500)

3)兄弟姉妹 1 
32.4％(336) 
34.0％(519)

2 
31.9％(331) 
32.9％(501)

3 
35.7％(371) 
33.1％(505)

1 
32.8％(339) 
35.2％(531)

2 
31.4％(324) 
32.3％(487)

3 
35.8％(369) 
32.5％(491)

4)その他の血縁者（お
じおば、いとこ）

1 
14.0％(141) 
15.5％(233)

2 
42.3％(428) 
43.1％(648)

3 
43.7％(442) 
41.5％(624)

1 
13.9％(140) 
16.3％(241)

2 
42.4％(426) 
43.0％(638)

3 
43.7％(439) 
40.7％(604)

5)友人・ 知人 1 
13.1％(133) 
11.4％(172)

2 
46.4％(470) 
51.3％(772)

3 
40.5％(411) 
37.3％(561)

1 
12.8％(129) 
11.3％(168)

2 
45.7％(460) 
51.5％(762)

3 
41.5％(418) 
37.2％(551)

 
Ｑ27　もしあなたが夫婦間では子どもに恵まれず、子どもを得るために第三者の精子・卵子・受精卵（胚）

の提供を受けることを考えた場合に、誰から提供を受けたいと考えますか（○はひとつ）。 
1.まず第一に、血縁者からの提供を考える 　　　130.8％(352)　　28.8％(478)
2.まず第一に、知人からの提供を考える 　　　12.2％(25) 　　1.5％(24)
3.まず第一に、匿名性が守られる他人からの提供を考える　　　133.3％(381)　　33.2％(551)
4.第三者からの提供は受けない 　　　133.7％(385)　　36.5％(605)

 
Ｑ28　もしあなたに同性の兄弟姉妹がいるとして、その兄弟姉妹が提供された精子・卵子による生殖補助

医療でしか妊娠できない状態にあり、兄弟姉妹からの提供が社会的に認められているならば、精子・
卵子を兄弟姉妹に提供したいですか（○はひとつ）。 
1.提供したいと思う 　　　27.5％(329)　　28.9％(490)　→　Ｑ30へ
2.提供したいと思わない　　　32.7％(391)　　32.3％(547)　→　Ｑ29へ
3.わからない 　　　39.9％(477)　　38.8％(657)　→　Ｑ29へ

 
Ｑ29　Ｑ28で「2.提供したいと思わない」または「3.わからない」とお答えになった方にお聞きします。兄弟姉

妹や周囲の人から「精子、卵子を提供してほしい」と言われた場合、あなたはどうしますか（○はひと
つ）。 
1.提供する 　　　12.0％(103)　　10.8％(129)
2.提供しない 　　　42.8％(369)　　41.4％(493)
3.わからない　　　45.2％(390)　　47.7％(568)

 
 

「精子・卵子・受精卵（胚）の提供により生まれた子どもが提供者に関する個人情報を知ること（出自を知る
権利）」についてお聞きします。

Ｑ30　生まれた子どもが精子、卵子、受精卵（胚）の提供によって生まれた事実を知ることについてどのよ
うにお考えですか（○はひとつ）。 
1.子どもは事実を知らされるべきである 　　　14.2％(173)　　15.4％(261)
2.子どもは事実を知らされるべきではない 　　　25.3％(308)　　22.0％(371)
3.子どもが事実を知らされるかどうかは親の考えに任せるべきである　　　46.0％(561)　　51.4％(868)
4.わからない 　　　14.6％(178)　　11.2％(190)

 
Ｑ31　生まれた子どもが知ることができる提供者の個人情報はどのような情報だと思いますか（○はひと

つ）。 
1.提供者の氏名、住所等の個人情報まで知ることができる 　　　12.8％(157)　　15.5％(262)
2.提供者の匿名性が守られる情報（年齢、職業、身長、体重など）を

知ることができる
　　　11.8％(144)　　16.2％(275)

3.提供者に関する個人情報は知らないでいるべきである 　　　52.2％(639)　　48.8％(828)
4.わからない 　　　23.2％(284)　　19.5％(331)

 
 

「精子・卵子・受精卵（胚）の提供に関する気持ち」についてお聞きします。
（以下は、実際の制度が運用されたときの提供者の数を予測することを目的として質問するものであ
り、目的以外のために使用されるものでは決してありません。）

Ｑ32　生まれた子どもが提供者（あなた）が誰であるかを知ることができる場合、精子、卵子の提供につい
てどう思いますか（○はひとつ）。 
1.提供したいと思う 　　　8.5％(127) 　　9.8％(195)
2.提供したいと思わない　　　60.9％(912)　　61.4％(1227)
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3.わからない 　　　30.6％(458)　　28.8％(575)
 
Ｑ33　生まれた子どもが提供者（あなた）が誰であるかを知ることができない場合、精子、卵子の提供につ

いてどう思いますか（○はひとつ）。 
1.提供したいと思う 　　　19.4％(286)　　21.0％(418)
2.提供したいと思わない　　　44.6％(658)　　44.0％(877)
3.わからない 　　　36.1％(533)　　35.0％(697)

 
 

最後にあなたご自身についておうかがいします。 
（生殖補助医療技術を社会の中で、教育面や経済面を考慮して対応していく際に必要な分析をする上で重
要です。ご協力をお願いいたします。）

Ｑ34　あなたの性別はどちらですか（○はひとつ）。 
1.男　　　43.6％(671)　　41.4％(835)　　　　2.女　　　56.4％(868)　　58.6％(1183)

 
Ｑ35　あなたは現在何歳ですか。　　　　　　　　歳

子どもの数 20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代 70歳代

調査票のみ群 13.3％(203) 17.9％(274) 21.4％(327) 23.1％(353) 23.9％(365) 0.5％(7)

リーフレット群 20.9％(419) 24.7％(497) 24.8％(499) 28.0％(562) 1.6％(32) 0.1％(1)

 
Ｑ36　結婚はされていますか（○はひとつ）。 

1.未婚 　　　16.8％(257) 　　21.0％(420)
2.法律婚（結婚してからの年数　　　年）　　　73.9％(1127)　　69.8％(1399)
3.事実婚 　　　2.8％(42) 　　3.9％(78)
4.離別 　　　3.4％(51) 　　4.1％(82)
5.死別 　　　3.2％(49) 　　1.3％(26)

2.法律婚 
年数(年)

0～5 6～10 11～15 16～20 21～25 26～30 31～35 36～40 41～45 46～50 51～55

調査票のみ群
7.6％ 
(85)

10.9％ 
(121)

11.1％ 
(124)

12.2％ 
(136)

12.1％ 
(135)

13.1％ 
(146)

12.3％ 
(137)

14.0％ 
(156)

5.2％ 
(58)

1.4％ 
(15)

0.1％ 
(1)

リーフレット群
15.0％ 
(207)

14.3％ 
(197)

13.1％ 
(181)

15.1％ 
(208)

14.4％ 
(198)

15.2％ 
(210)

9.9％ 
(137)

2.8％ 
(39)

0.1％ 
(1)

－ －

 
Ｑ37　あなたには子どもがいますか。（○はひとつ、いるに○をつけた方は人数もご記入ください） 

1.いる（　　　）人　　　77.3％(1181)　　73.2％(1471)　→　Ｑ39へ
2.いない 　　　22.7％(347) 　　26.9％(540) 　→　Ｑ38へ

1.子どもの数(人) 1 2 3 4 5 6 7 9

調査票のみ群
16.4％ 
(192)

54.6％ 
(638)

25.5％ 
(298)

3.0％ 
(35)

0.3％ 
(4)

0.1％ 
(1)

－
0.1％ 
(1)

リーフレット群
19.1％ 
(277)

55.5％ 
(807)

21.6％ 
(314)

3.3％ 
(48)

0.5％ 
(7)

－
0.1％ 
(1)

－

 
Ｑ38　子どもがほしいですか（○はひとつ）。 

1.子どもがほしい 　　　56.3％(192)　　53.8％(289)
2.子どもはほしくない 　　　6.5％(22) 　　4.7％(25)
3.どちらでもかまわない　　　18.2％(62) 　　19.4％(104)
4.とくに考えていない 　　　19.4％(66) 　　22.3％(120)

 
Ｑ39　あなたには同性の兄弟姉妹がいますか（○はひとつ）。 

1.いる　　　69.6％(1052)　　65.2％(1302)　　　　2.いない　　　30.4％(460)　　34.8％(696)
 
Ｑ40　一緒に暮らしているあなたのご家族すべてに○をつけ、（　　　　）の中に人数をご記入下さい 

（○はいくつでも）。あなたが一人暮らしの場合は、1.のみに○をつけてください。 
1. 一人暮らし 　　　6.0％(93) 　　4.9％(102)
2. あなたの配偶者（またはパートナー） 　　　69.7％(1090)　　68.8％(1434)
3. あなたの子ども（　　）人で、一番下の子どもの年齢は（　　）歳　　　60.0％(938) 　　58.3％(1214)
4. 自分の父 　　　17.1％(267) 　　19.9％(415)
5. 自分の母 　　　23.4％(366) 　　25.3％(527)
6. 義理の父 　　　6.0％(93) 　　6.2％(130)
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7. 義理の母 　　　10.8％(169) 　　10.7％(223)
8. あなた又は配偶者の兄弟姉妹（　　　）人 　　　13.6％(213) 　　10.5％(219)
9. あなた又は配偶者の祖父母（　　　）人 　　　6.6％(103) 　　5.2％(108)
10.あなたの孫（　　　）人 　　　8.3％(129) 　　3.1％(64)
11.その他（　　　）人 　　　4.9％(77) 　　3.5％(72)

※上段は調査票のみ群、下段はリーフレット群

人数 
(人) 

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 13

3.あなたの子ども 28.0％ 
(270) 
26.7％ 
(344)

47.5％ 
(457) 
52.1％ 
(670)

21.9％ 
(211) 
17.8％ 
(229)

2.3％ 
(22) 
2.7％ 
(35)

0.1％ 
(2) 

0.4％ 
(5)

－ 
 

－

0.0％ 
(1) 
－

－ 
 

－

－ 
 

－

－ 
 

－

－ 
 

－

－ 
 

－

8.兄弟姉妹 40.2％ 
(86) 

56.3％ 
(121)

15.4％ 
(33) 

17.7％ 
(38)

10.8％ 
(23) 
6.5％ 
(14)

8.4％ 
(18) 
6.5％ 
(14)

6.5％ 
(14) 
4.2％ 
(9)

2.8％ 
(6) 

2.8％ 
(6)

5.6％ 
(12) 
1.9％ 
(4)

4.2％ 
(9) 

2.3％ 
(5)

2.8％ 
(6) 

0.9％ 
(2)

1.9％ 
(4) 

0.5％ 
(1)

0.5％ 
(1) 
－

0.5％ 
(1) 
－

9.祖父母 53.3％ 
(57) 

61.7％ 
(66)

35.0％ 
(37) 

29.0％ 
(31)

5.6％ 
(6) 

5.6％ 
(6)

1.9％ 
(2) 

1.9％ 
(2)

1.0％ 
(1) 
－

1.0％ 
(1) 
－

－ 
 

－

－ 
 

1.0％ 
(1)

－ 
 

－

－ 
 

－

－ 
 

－

－ 
 

－

10.孫 21.7％ 
(28) 

36.2％ 
(25)

31.0％ 
(40) 

33.3％ 
(23)

22.5％ 
(29) 

14.5％ 
(10)

7.8％ 
(10) 
5.8％ 
(4)

6.2％ 
(8) 

4.4％ 
(3)

4.7％ 
(6) 

1.5％ 
(1)

2.3％ 
(3) 

1.5％ 
(1)

1.6％ 
(2) 
－

0.8％ 
(1) 
－

0.8％ 
(1) 
－

－ 
 

－

－ 
 

－

11.その他 68.9％ 
(51) 

64.3％ 
(45)

21.6％ 
(16) 

24.3％ 
(17)

5.4％ 
(4) 

5.7％ 
(4)

2.7％ 
(2) 

2.9％ 
(2)

－ 
 

1.4％ 
(1)

－ 
 

－

－ 
 

－

－ 
 

－

－ 
 

－

－ 
 

－

－ 
 

－

－ 
 

－

 

3.子どもの年齢 0～9 10～19 20～29 30～39 40～49

調査票のみ群 31.1％(283) 26.4％(240) 25.0％(22) 15.8％(144) 1.8％(16)

リーフレット群 43.5％(540) 33.0％(409) 20.6％(256) 2.9％(36) 0.1％(1)

 
Ｑ41　あなたのお仕事は次のどれにあたりますか（複数ある場合は、主なものを１つだけ選んでください）

（○はひとつ）。 
1. 農・林・漁業 　　　4.4％(68) 　　2.0％(41)
2. 運輸・通信業 　　　2.6％(39) 　　2.9％(59)
3. 技能工、採掘・製造・建設作業及び労務作業　　　11.0％(168)　　9.3％(189)
4. 販売職 　　　6.4％(98) 　　6.4％(129)
5. サービス業 　　　10.5％(160)　　12.5％(253)
6. 保安職（警備など） 　　　0.6％(9) 　　0.8％(17)
7. 専門的・技術的な職業 　　　13.6％(208)　　15.7％(317)
8. 管理的な職業 　　　4.6％(71) 　　3.3％(67)
9. 一般事務職 　　　9.4％(144) 　　11.6％(235)
10.家庭内職 　　　1.0％(15) 　　0.8％(16)
11.1.～10.以外の職業 　　　5.6％(85) 　　7.0％(141)
12.主婦（専業） 　　　19.7％(302)　　21.3％(431)
13.生徒・学生 　　　2.2％(34) 　　2.7％(55)
14.無職 　　　8.4％(129) 　　3.7％(74)

 
Ｑ42　Ｑ41で、1.～11.までに○をつけた方のみにお聞きします。 

そのお仕事は常勤（フルタイム）ですか、パートタイムですか（○はひとつ）。 
1.常勤（フルタイム） 　　　77.5％(788)　　74.9％(1069)
2.パートタイム（パート、アルバイト、嘱託その他）　　　22.5％(229)　　25.1％(359)

 
Ｑ43　あなたがお住まいの都道府県はどこですか。 

（　　　　　　）都、道、府、県 

都道府県名 調査票 
のみ群

リーフレ 
ット群

都道府県名 調査票 
のみ群

リーフレ 
ット群

北海道 35 93 滋賀県 25 11
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青森県 20 35 京都府 21 41

岩手県 13 16 大 阪 府 84 125

宮城県 42 54 兵庫県 52 76

秋田県 8 8 奈良県 25 35

山形県 30 23 和歌山県 14 22

福島県 42 41 鳥取県 14 8

茨城県 58 59 島根県 0 13

栃木県 37 40 岡山県 17 30

群馬県 29 43 広島県 21 46

埼玉県 96 103 山口県 30 25

千葉県 71 72 徳島県 10 9

東京都 96 165 香川県 26 31

神奈川県 54 126 愛媛県 12 18

新潟県 55 52 高知県 14 10

富山県 25 24 福岡県 48 65

石川県 30 23 佐賀県 25 25

福井県 13 16 長崎県 38 29

山梨県 11 13 熊本県 25 33

長野県 33 40 大分県 13 20

岐阜県 27 41 宮崎県 14 14

静岡県 53 62 鹿児島県 11 21

愛知県 112 148 沖縄県 19 18

三重県 12 25 　

 
Ｑ44　あなたの世帯の昨年の収入は税込みでどれくらいでしたか（○はひとつ）。 

1.100万円未満 　　　4.6％(67) 　　1.9％(37)
2.100万円以上200万円未満 　　　6.0％(88) 　　4.4％(85)
3.200万円以上300万円未満 　　　11.2％(164)　　10.4％(204)
4.300万円以上500万円未満 　　　25.6％(374)　　26.4％(516)
5.500万円以上700万円未満 　　　20.1％(294)　　23.1％(451)
6.700万円以上1000万円未満 　　　17.5％(256)　　19.9％(388)
7.1000万円以上1500万円未満　　　8.5％(124) 　　9.9％(194)
8.1500万円以上 　　　3.3％(48) 　　2.6％(50)
9.収入はない 　　　3.1％(45) 　　1.5％(30)

 
Ｑ45　あなたが最後に卒業された学校はどれですか（○はひとつ）。 

1.中学校 　　　15.2％(231)　　7.0％(142)
2.高校（旧制中学）　　　44.2％(672)　　42.5％(864)
3.高専・専門学校 　　　13.5％(206)　　15.5％(316)
4.短大 　　　8.8％(134) 　　11.8％(241)
5.大学・大学院 　　　18.3％(278)　　23.2％(472)

 
Ｑ46　現在、不妊に悩んでいますか（○はひとつ）。 

1.悩んでいる（（　　）年（　　）ヶ月間くらい悩んでいる）　　　1.6％(22) 　　2.2％(43)
2.悩んでいない 　　　98.4％(1355)　　97.8％(1942)

Q46.不妊に悩んでいる期間 1年未満 1～3年未満 3～5年未満 5年以上

調査票のみ群 5 3 3 1

リーフレット群 1 17 9 14

 
Ｑ47　現在、何らかの不妊治療を受けていますか（〇はひとつ）。 

1.受けている 　　　1.3％(18) 　　1.3％(26)
2.受けていない　　　98.7％(1350)　　98.7％(1943)

 
Ｑ48　あなたまたはあなたの配偶者は以下の表にある不妊治療をうけたことがありますか。表の各技術に

ついて、それぞれひとつ選んでください（○は1～３のうちひとつ）。 
　＊患者推計を参照
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Ｑ49　あなたまたはあなたの配偶者は不妊治療をおこなって、子どもが生まれたことがありますか。（○は
ひとつ）。 
1.子どもが生まれたことがある 　　　5.4％(63) 　　4.4％(76) 　→　Ｑ50へ
2.子どもが生まれたことがない　　　94.6％(1101)　　95.6％(1658)　→　Ｑ51へ

 
Ｑ50　Ｑ49で「1. 子どもが生まれたことがある」と答えた方にお聞きします。子どもが生まれたのはどのよう

な方法ですか（○はいくつでも） 
1.タイミング法 　　　55.6％(35)　　56.6％(43)
2.排卵誘発剤の使用（注を参照）　　　31.8％(20)　　39.5％(30)
3.人工授精 　　　11.1％(7) 　　4.0％(3)
4.体外受精（顕微授精を除く） 　　　1.6％(1) 　　3.9％(3)
5.顕微授精 　　　1.6％(1) 　　5.3％(4)
6.その他 　　　17.5％(11)　　10.5％(8)

 
Ｑ51　ご自由にご意見をお書きください。 

　 
　 
　 
　 
　 
　 
　 
　 

 
ご協力ありがとうございました。心より感謝申し上げます。

 

トップへ 

戻る 
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